
地理院地図

江戸近傍

常州牛掘

武州玉川

登戸浦

相州七里濵

上總ノ海路

相州江の嶌

東海道程ケ谷

相州仲原相州梅澤庄

東海道金谷ノ不二

東海道吉田

尾州不二見原

駿州大野新田

駿州江尻

遠江山中

駿州片倉茶園ノ不二

身延川裏不二

諸人登山

信州諏訪湖

22

23

13

10

34

1128

44

20
39

45

46

18

4316
24

5

37

15

1

2

東京都墨田区亀沢2丁目7-2
03-6658-8936

3

小布施北斎館

山梨県立博物館

元浅草誓教寺北斎墓

すみだ北斎美術館

高島城

山梨県笛吹市御坂町成田1501-1
055-261-2631長野県上高井郡

小布施町小布施485
        026-247-5206

29
30

9
19

42
4

36

833

21

25

26

35
7

38

12

40

7

武州千住

38

従千住花街眺望ノ不二

19

東都浅艸本願寺

42

本所立川

36

五百らかん寺さざゐどう

4

深川万年橋下

12

武陽佃嶌

25

礫川雪ノ旦

9

東都駿臺

8

青山圓座枩

33

穏田の水車

21

下目黒

26

御廐川岸より両國橋夕陽見

40

東海道品川御殿山ノ不二

29

江戸日本橋

30

江都駿河町三井見世略圖

35

隅田川関屋の里

凱風快晴

山下白雨

東海道江尻田子の浦略圖

甲州犬目峠

甲州三坂水面

甲州伊沢暁

甲州石班澤

相州箱根湖水図

神奈川沖浪裏

甲斐御坂越

甲州三嶌越

P2

P3

P1

P41

P14 P32

P1

P17

P6

P31

P27 P27

P1

P は本紙で説明あり
P は歌川広重作品

帝京科学大学入口にある小さな公園に本画の説明文がある 千住か吉原の候補があるが、日本堤の明日のジョー付近を採用

現在は埋め立てが進みタワーマンションが多く建つエリアとなった

品川駅付近の線路橋から御殿山方向を見てみる

現在は橋上に高速道路があるが地下に撤去される予定

当時の賑わいを見せる三越周辺は日本の中心地

聖橋から御茶ノ水駅を望む今も高台を切り開いている

浅草にある本願寺の屋根模様は今も同じ形をしている

立川(堅川)の上には高速道路があり当時の風情は全くない

隅田川から小名木川運河入口にある橋は当時の雰囲気あり かつて五百羅漢寺(目黒に移転)があった場所には羅漢寺がある

圓座枩とは龍巌寺内に当時あった松の名木 隠田のあった原宿キャットウォークは若者が集まる渋谷川の暗渠

JR目黒駅から目黒不動までは坂道の富士見スポット

小石川にある高台の牛天神北野神社から見た雪景色

現在の両国橋は当時の橋より上流に位置している

北千住駅と隅田川の間にある低湿地帯

名古屋タワーから東を見るが富士山は見えないという

この付近からのみ奇跡的に富士山が見える、ここは下五井町茶屋前地区

山頂風景に見えるが手前の木から富士塚との合成か

日蓮に寄与していた北斎は身延と七面山を訪れた

写真は気賀関所から山中を見る

牧野原台地から大井川の渡しを望む

通説では清水区追分にある姥ヶ池弁天付近だと言われている

富士市伝法近郊の片倉にある茶園を描いたと言われている

かつての浮島湿地は埋め立てられ新幹線が走る 二宮海岸付近の湿地 平塚中原にある北斎案内 腰越海岸から江の島を望む

候補は品濃坂、焼餅坂、権太坂とあるが、写真は有力候補の品濃一里塚付近

写真は旧甲州街道にある日野の渡しから多摩川を見る

上総となっているが風景的に安房富浦付近から見た心象に近い

逗子市大崎公園から見る江の島と富士山

当時はこの登渡神社付近まで海岸だった

牛堀権現山公園から富士山が見える

昔の諏訪湖は山際まで水があり眼下の下諏訪町は湖底にあたる
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葛飾北斎の横顔
宝暦10年（1760年）～ 嘉永2年（1849年・88歳）
出生地は本所割下水(北斎美術館付近)
生涯の引越し回数は93回
名前は30回以上変え、二度の結婚
それぞれの妻との間に一男二女、合計二男四女
甘いものを好み、酒や煙草は嗜まない
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卍 数字はWikipediaより「北斎富嶽三十六景」 日野原健司著(岩波庫)から出版順の考察を参照した。

武家地
68%

町人地
16%

寺社地
16%

江戸の土地利用率
江戸130万人都市(当時世界最大)

武家地人口  65万人
寺社地人口   5万人
町人地人口  60万人


